





















































われたが、その間の 5 月から 9 月にかけて山崎氏は、
工事と並行して発掘調査を実施している。その際の調







写真 1　入山峠頂上付近の碓氷バイパス 写真 2　入山峠頂上方面からみた碓氷バイパス
2
長野県軽井沢町の入山峠祭祀遺跡と古東山道、そして東山道　櫻井秀雄












　Ｂ地点は b 地点を拡張したもので約 3.5 × 5 ｍ四方
の範囲である。
　C 地点は約２m 平方の範囲であり、坏破片１点が出












形品 1 点（現存長 4 ㎝）の他は記載がないが、掲載写
真でみると、他には、剣形品 6 点、円板 4 点、管玉 3












紹聖元宝 1 枚、永楽通宝 1 枚がＡ地点の「石塚」下部
の黒色粘土層付近から出土しており、Ａ地点下の旧道
付近の地表面近くからは、寛永通宝 1 枚とキセル雁首
































































E に多く集中しており、長野県側では B のみであった
という。調査の結果、遺跡の大半は群馬県側にあり、
30 × 40 ｍ程度の広がりであることを把握した。出土
遺物には剣形品 10 点、無孔円板 1 点、双孔円板 5 点、













　　  〜昭和 44（1969）年〜
　上記の分布調査を踏まえた国道 18 号碓氷バイパス
建設に先立つ緊急発掘調査は、軽井沢町教育委員会が























2000 点、玉類では管玉 22 点、勾玉 5 点、水晶棗玉 1 点、
ガラス小玉 2 点、石製模造品では勾玉形品５点・臼玉
















図 3　昭和 30 年調査の調査地点（山崎 1957）



















Ⅶ　黄褐色軽石層 図 10　昭和 44 年調査の出土遺物
（管玉・ガラス玉・水晶玉）　
図 8　昭和 44 年調査の遺物出土状況図
図９　昭和44年調査の土層図（E14区北壁）
図 7　昭和 44 年調査の調査区
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　107 箇所のグリッドのうち 14 箇所では遺物が全く
出土しなかったが、残りのグリッドからは 1 点～ 146
点までと出土量に多寡がある。このうち遺物が特に集
中するのは、E17・E18 区を中心とする地区（約 10 ×




和 43 年の A 地点が今回の L21 区 に、B は N14 区、C
は P8 区、D は S15 区、E は G19 区、F は D17ku 、G














り、Ⅰ層が表土である（図 9）。Ⅱ層は厚さ約 20 ㎝の
軽石層で、浅間山起源の噴出軽石層とみられる。さら
にⅡ a ～ⅾ層に細分される。Ⅱ a 層は褐色軽石層で軽
石には土がついていた。Ⅱ b 層は軽石砂層で小石が混











石は大きく分けて浅間 A ～浅間 D があり、浅間 A 軽
石層は天明 3 年（1783）の大噴火、浅間 B 軽石層は
天仁元年（1108）の大噴火、浅間 C 軽石層は古墳時
























資料は 3 箱あり、石製模造品では剣形品 37 点、円板
18 点（双孔 12、単孔 1、有孔 1）、勾玉 2 点、刀子形 3 点、
臼玉 33 点、その他 1 点、破片 65 点、滑石片 17 点が、
玉類では管玉 8 点がみられている。この他には、土師
器片 337 点（古墳時代 333、古代 4）、古代の須恵器片
11 点、弥生土器片 40 点、中近世土器片 26 点、中近


























石製模造品 21 点（剣形品 9 点、有孔円板 7 点、勾玉

































形模造品 1 点、双孔円板 40 点（他に小破片 27）、単
孔円板９点（他に破片４）、無孔円板３点（他に小破
片 31）、勾玉形品４点（他に破片 19・未製品４）、臼
玉 863 点（他に破片 31・未製品９）・刀子形模造品 3
点（他に破片 12・未製品１）、斧形模造品１点、馬形
模造品 2 点が、鉄製品では鉄鏃 2 点、鉄斧 1 点、刀子
































27 点・剣形品破片 1 点・有孔円板 1 点、藤田貢氏採
集品は臼玉 43 点・剣形品 1 点・有孔円板 2 点・管玉
2 点・勾玉 1 点、山浦勘左エ門氏採集品が臼玉 42 点・




















有孔円板 1 点・臼玉 3 点・須恵器 3 点・土師器 1 点・
古銭 4点が、勾玉原遺跡では剣形品 9点・有孔円板 1点・
臼玉 25 点・須恵器 6 点・土師器多数が、赤沼平遺跡
では剣形品 2 点・有孔円板 1 点・勾玉 1 点・須恵器 1
点・土師器 3 点が、鳴石原遺跡では剣形品 1 点・有孔
円板 2 点・勾玉 2 点・臼玉 74 点・管玉 4 点が、鍵引



































































































































































































































































































































みると、剣形品 233 点、円板 73 点、勾玉形 16 点（玉
類としての勾玉との区別が不明なものもあるためここ









管玉 ガラス玉 丸玉 備考
剣形品 円板 勾玉 刀子 臼玉 未製品 破片他 計
昭和 43 年（長野県
教委）
10 6 2 ― 4 ― 少 22 3 ―
昭和 44 年（軽井沢
町教委）
170 42 10 1 273 85 ― 581 22 2 　
群馬県立歴史博物館
（山崎寄贈資料）







9 7 2 ― 3 ― ― 21 ― ― 展示資料





















































26 点が、松本市高宮遺跡 1 号土器集中区ではミニチュ





























44 年の発掘調査を経て、現在は国道 18 号碓氷バイパ
スが通過している。当初は日本道路公団の有料道路で















































戦術訓練をして浅間山の 1400 ｍ以上の地域約 5,000 町歩で
総仕上げを行い、山岳訓練学校は生徒 400 名、教官（将校）




断念することとなった。浅間山については昭和 28 年 3 月に
計画が発表されるが、長野県をあげての二百万県民の浅間山
演習地化反対闘争を経て昭和 28 年 7 月 16 日に計画取り消し
となった（古川他 1988）。また、妙義山については反対運動
があったものの、山岳訓練学校建設と演習地化は昭和 28 年
10 月に閣議決定され、昭和 29 年には土地の接取もはじまっ
た。ようやく昭和 30 年２月に接収が解除されたが、道路改
修工事等は行われることとなった。
















では、「昭和 30 年　山崎、大場調査」とあり、剣形品 7 点、
円板 4 点、臼玉 12 点、刀子 2 点、勾玉 1 点、管玉 3 点、石
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渡辺重義 1990『古代のかるいざわ』（私家版）
渡辺重義 1967『軽井沢物語　第 1 集　ずゝ石峠』（私家版）
渡辺重義・森嶋稔・森山公一 1979「北佐久郡軽井沢町県遺跡の
調査」『長野県考古学会誌』第 34 号
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